
分類 番号 1-(13)

件名

瓦の使用量 ４０m3 瓦破砕物の性状

施工内容

写真

施工場所 鶴岡市 施工業者

　　施工の解説、セールスポイントなど

・無人施設のため維持管理、メンテナンスを容易にする必要があることと、海岸に近く塩害の懸
念から、外構部分に植栽ではなく破砕した瓦チップを使用した。

・瓦の持つ温かみのある色調により、施設に明るいイメージを演出できた。

・防草効果が期待できる。

(株)佐藤組
（０２３５－２２－３２３３)

瓦リサイクル施工事例

1.被覆材

小堅浄化センター外構工事

０－３０ｍｍ

外構部分に防草シートを敷き、その上に瓦チップを１００ｍｍ厚に敷きならした。


